

























Dictionary of English Language and CuIture (1992) (LDELCと略す〉と Webster'sNew 
W orld Dictionary (1984) (WNWDと略す〉の分節法を列挙する。比較する発音は，以下で弾
音を議論する関係上，米音とする。
(1) LPD LDELC WNWD 
ability g'bd説 i 。'bdg註 g 'bd g t己
accumulate 。判u:mjg 1，叫 。判u:mja lert 。'kyoomyg lat 
advantage gd'y記n(!)Id3 。d'van t1d3 。d'van tij 
agriculture 'ぉgn kAltI gr 'ag n kAl tIgr 'ag n kul chgr 







Ik 'stri:m Iks 'tri:m 
mI 'steIk mIs 'teIk 
pre 'sti:3 pres 'ti:3 











されていたが， (1)の例でも， accumulate， extreme， mistakeで違いが見られた。正書法ではそ









ある。帯気音の情報が記載されていれば， extreme， mistake， prestige， prosperityなどの語にお
いて， / s /の次に無戸閉鎖音がある場合に，その/s/が前後どちらの音節の一部となるのか説
明できるからである。





2. J. C. Wellsの音節理論
LPDで用いられている分節法の理由付けとなる基本概念は， Wells (1990: 76 -86)で説明さ
れている。その基本概念とは，帯気音，硬音前短縮化 (pre-fortisclipping)， / t /弾音化， / t / 








が， shelveの/el/は/v/は軟音であるためにその現象は生じない。 selfish/'self.IJ /で、は/f/に









/r/異音化については，容認発音では，音節尾部で摩擦のない継続音の変種である [l ] .(接
近音〉が弾音の[f ]に取って代わられるとし、う特徴がある。 very，• sorry， for everyなどに見
られる。






第 1に， 2つの音節の間にある子音は強勢の強い方の音節と結合する。この原則により， (1) 
の/~.'kju:m.j~.le延/の/m/， / ~.'væn(!).Id3 /の/! /， / n:l.'t3:ri弓.IV/の/n/が前の音節に属して
いる理由を説明できる。 enter はlen(!).~/ となり， /!/による/en/の長さが短くなることを硬
音前短縮化として説明できる。
第 2に，隣接する音節が同じ強勢を持つ時は，間の子音は左側の音節と結合する。この原則


































Wells (1990: 76 -86)では，分節法の第 5原則で，破擦音は分割されないとしており，破擦音





度の違いから，摩擦音ではなく接近音として分類されている。この考えよると， / r /は破擦音
の定義に合致しない。












は， /tr， dr/で、終わる語は存在しない。このことより， /tr， dr/で終わる音節も考えられないこと
になる。また， Gimson (1980: 174)も，置換可能性の点から， /tr， dr /は/tJ，d3/よりも別の要素
から成り立っていると見なした方が妥当であること，及び，母語話者は， /tJ，d3/を複合音と考
えていないが， /tr， dr/は複合音と考えているということを述べている。
以上から，第 lから第 3の条件を満たすことのできる英語の破擦音は， /tJ，d3/の2つしかな






心理言語学に基づいた研究が Tremanand Danis (1988)により報告されている。被験者に語
を逆さにすることを尋ね，その結果により，母音間の子音を頭子音，尾子音，または，両音節





















いう回答が多かった (v I CV)。これに対し，母音間の子音で，前の母音に強勢がある場合に





Turk (1994: 107 -135)はX線マイクロビームを用いた実験を行い，母音聞の両唇閉鎖音で，
leperのように前の母音に強勢がある場合では，当該の子音は発話当初時も発話終了時も，
capterの時のように音節尾部の両唇音に近いことを示している。両唇音を母音聞に生じる子音





















前節では，母音+子音+母音とし、う構造で，その前後の母音の強勢位置の違いにより， (v I 






















(5) think of it 一~ thinkofit 
look around 
talk about it 


















提唱したい。その上，上の 3つの基本概念から， Wellsの分節法の第 2原則は，隣接する音節が
同じ強勢を持つ時には，間の子音は右側の音節と結合する，と改訂されることになる。
これまでの議論により， (1)の LPDの分節法が書き換えられることになる。 LPDの分節法と
改訂分節法を比較すると(6)のようになる。後半の例は，以下で議論する。
(6) LPD 改訂
ability 。'bIl~t i ~ 'bIl ~ ti 
accumulate 。'kjamj~ 1ert 。判u:mj~ 1e延
advantage 。d'van(l) 1d3 。d'van (1)1d3 
agriculture 'ag n kA1tJ ~r 'agn札、1tJ~r 
alternative 。:1't3:rn ~t IV 。:1't3:r n~ tIV 
(6)の改訂版は結局のところ， LDELCと， WNWDのほぼ全体の分節法を指示する結果となっ
7こ。
ここで， / t/の弾音化について言及しなければならない。 Wellsの分節法の基本概念に，
/t/の弾音化は， / t/が音節尾部に来ていることによるというのがあった。 butter，latterなど
のように， / t/が母音間にある時は， (7)のような定式化ができる。
(7) [ t ]→ [r]/V_v 
規則が繁雑になるが， might 1， looked at it， not at alなどの場合のように，語境界が生じる
時は， (8)のような定式に従うとすればよい。なお， (8)は， my tinなどのような例は排除でき
る。 (5)
(8) [ t ]→ [r]/V_# #V 
(7)・(8)はそれぞれ， [t]が強勢のある母音と強勢のない母音との聞に挟まれている場合と，強
勢のある母音同士に挟まれている場合を表しているが，強勢のない母音同士に挟まれていて
も， / t/の弾音化が起きる場合が， ability， alternative， carpeting， covetousなどの例に見られ
る。ただし，前方の強勢のない母音の前には強勢のある音節があることが共通環境である。前
方の強勢のない母音に注目すると，それらはすべて暖昧母音/~/であることが分かる。そこ






(9) [ t ]→い]/ VC':)一一 V




よると， extremeは形態的にも， exは outofを表す接頭語として機能している。 mistakeも
mls-は wrongを表す形態素として機能している。ではなぜ形態素の境界で分綴をしないの
か。それは，前にも述べたように，帯気音が生じないことを音戸表記で、示すためではないかと
思われる。この仮定が正しいとすれば， Wellsの分節法の第 3原則は， r複合形態素の語では，
形態素の一部となるような子音は，その形態素に属する。ただし，帯気音が生じないことを示
すために，I slを次の音節に組み入れることを例外として認める。」と変更される必要がある。
残り 2語については， WNWDによると， (10)のように形態素が分かれる。
(10) prestIge 
prosperity 
くprosper pro十 sper(spes hope) 
pre (pre-) + stige (stringere to bind) 
LPDの分節法はこの形態素の分割にも合っている。なお， WNWDの場合は，このような形






































ている。発音記号にも音の量と質の両面からの工夫がなされており， Jonesの EnglishPronunciation 
Dictionary (1977)以降の発音辞典として意義の大きい辞書である。
(2) この特徴により， happy， lady， candy はそれぞれ/'hapム'leld.i， 'kand.i/となる。なお，同じページで
他の 2つの分節法について述べている。その一つは，母音間の子音は可能な限り，後に続く母音と結
合する，というものであり， happy， lady， candy はそれぞれ/'ha.pi， 'leI.di， 'kan.di /となる (ndは英
語の頭子音として認められていなしす。 2つ目は，母音間の子音は，前の母音が短母音ならば，その母
音と結合し，前の母音が長母音(二重母音を含む)ならば，後に続く母音と結合する，というもの
であり， happy， lady， candy はそれぞれ/'hapム'leI.di，'kan.di/となる。
(3) Gimson (1980: 236)は， 3つの子音連結で中央の子音が/t/の時は， exactly， facts， mostlyなどのよ
うに，その/t/は省略されると述べているが， strongや mistrialなどでは，そのような現象は生じな
し、。





I ml (Home E， Seam E， helm it， palm ade， seem ore) ，音節頭部のIml (hoe me， see me， hel 





(5) 田端(1987:83-103)によると， He' s coming today.や Let's go together.などのようなItlにも弾
音が生じる。これらは， my tieなどの例とは，I tlの後の母音の質が異なる。 mytieなどの例では完
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